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障がいを持つ人の強みの理解と作業への適性の把握が必要だと思います。

・受け入れ先の従業員への教育や障害者への理解を深める機会への創出
・障害者への意見ややりたいことや人間関係への配慮
・声をあげること（意見を伝える）が苦手な障害者への方への配慮

受け入れ自体を地域等に認めてもらうことが第一であるので、安全性の確保に配慮することが必要。
障がいをもつ方の個人に合わせた支援、配慮が必要だと思いました。
一人一人の個性・能力を把握し管理出来るような仕組みづくり、人材の確保
企業側と障害者両方の仕組み（制度）を明確にしていくこと
自治体や農村、周囲の人の理解が必要だと思います。

Ｑ.実際に農業分野で受け入れるとすればどのような配慮が必要だと思いますか？
障害者の方々への配慮として適材適所を意識し、障害者と作業のマッチングが大切だと思います。

説明していただいたように、適材適所の配置と,周囲の正しい理解が必要になると思います。また、障がい者の方が他の仕事に就きたいと考えた際に活かせるものが身につくとさら
にいいとは思いますが、企業の負担が莫大になってしまいそうで難しいかもしれません。

仕事とのミスマッチを防ぐ
障がい者と受け入れ側双方への配慮が必要であると思う。できることできないことをはっきりさせて活躍できる場を増やす必要がある。

雇用する側の障がい者に対する理解が最も重要だと考えます。障がい者に関する知識や特性、傾向などを予め理解していただく必要があると考えます。（説明会や顔合わせなど）

受け入れ側が障害について理解する。 例えば、障害者を身近に支援していたり、普段から関わりがある人から、事前に障害の内容や性格についてしっかり話し合う、コミュニ
ケーションを取るなど。
農業従事者として障がい者への理解  私自身社会福祉施設でのボランティア経験で仕事に対する姿勢や理解の健常者とのギャップに驚いたため、まず障がい者を受け入れる体制
を作る必要があると思います。
精神などに障がいを持っている方が仕事をする上で安心できるようなカウンセリングなどのシステムが必要であると考えます。
障害者の方でもストレスを感じず、農業に従事できるために、一つ一つの作業を優しく丁寧に教えてあげる事がまず大切だと思います。また障害者の方に自信を持ってもらうため
に、自分自身で作業を行わせていく事も重要だと思います。
社会的な差別をなくすことが必要であると考える。
周囲の障がいについての配慮、特性についての理解が必要だと思う。
お互いの理解をし、尊重し合うこと。

農家の方々、障がい者の方々双方にとって利益がある一方、職場環境や育成面など負担となる部分も少なからず存在すると考えます。そのため、双方に対して、何かしらのアフ
ターケアが必要であると考えます。双方の意見を聞き、課題をブラッシュアップしていくことで農家、障がい者双方の満足度を高めることに繋がると考えます。

障がい者それぞれの特質にあわせて苦痛にならないように、働きやすい環境をつくる必要があると思う。（個別的対応の必要性）
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私の近所にも障害者を農作業ををするために雇っている人がいて、みんなで一緒に散歩したり、遊んだりしているのをみる。障害者の方とともに気分転換などして仲良くすること
が必要。

福祉分野と農業分野、お互いの理解を深めることが求められていると思う。（配慮とズレていたらすみません）
その人に合った仕事を割り当てることが必要

障がい者を受け入れる農家の方とのマッチングが大切だと思う。
農家の方にも受け入れた障がい者の症状や作業の向き不向きからできることをしっかり把握しておく必要があると思う。

障がい者の方でもストレスなく、楽しめる農業の環境づくり。
障害者の方、個人個人の生涯を考慮しながら、適性にあった作業を正しく振り分けること。

障がい者一人一人に合った役割がどのようなものかを見極めて、適切に役割分担をさせること。そのためには、NPO法人等の障がい者の身体面、精神面を熟知している団体との連
携が必要不可欠だと考える。

農業従事者の障がい者に対する理解を促し、能力の適正に合う作業を適切にマッチングすることが必要だと思います。
休息やコミュニケーションの面での配慮
・障がい者が事故やけがのないような環境の配慮。
･負担をかけすぎない。（休息の時間を他の従業員より多くとるなどの対策）
障がい者と受入団体双方が気持ちよく働けるように、メリットとデメリット（リスク）を十分に周知することが必要だと思います。
すでに行っていると思いますが、障がい者の方に合った業務を、作物を超えて、、また必要なら事業所を超えてマッチングを行うことが大切だと思います。
説明を聞いていて、一番重要なのはマッチングで双方に合うことが必要だと思いました。
本日の説明をお聞きするなかで、障がい者と雇用する側のマッチングが重要であると感じました。
個々の状況を踏まえた上で、農業に受け入れることが必要ではないかと思いました。
障害のある方だから、効率が悪くても仕方ないという偏見を持たれることもあると思うのでそういった考えを減らす取り組みが必要だ考えます。
障がい者の方、それぞれの個性に合った仕事に務めていただくようにすることが大切だと思います。
周囲が障害者について理解を深めること。

・受け入れ農家や事業の方々へのサポート
・作業の簡易化による負担の軽減
・障がい者の方々に対するサポート
・地域の方々の理解

作業の単純化は特に重要であると思います。誰でも行える業務を作ることで、農作業への適性がない人や、集中が長く続かない人でも農家の重要な労働力になれると思います。
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障がい者の方の農業環境をよくするためには、やはり周りの理解が１番重要であると考える。周りの理解を深めるためにも、障がい者の知識に精通した方と連携しながら説得力の
あるPRをしたり、経営側の心配を取り除いていくことが必要ではないか。

障がいといっても、様々な症状があるので健常者の支援（１人の障がい者に１人の健常者がつき援助）する必要がある。
・雇われる障がい者と雇う側の農家双方のケア
・不利な環境をどちらも作らないようにする必要がある。（例えば雇い主が不利益（隠れて暴力を行うなど）を障がい者にしてしまう恐れ）
各々の障がい者の強み弱みを理解し、強みをいかせるようにマッチングを行うことが必要だと思います。

受け入れるタイプの障がい者（例：精神障害、発達障害など）が、今までにどのような問題があったかの資料を作成し、受け入れ農業者に渡し、ある程度理解をしてもらう。

障がい者それぞれの強みを見つけ、一人一人が能力を十分に発揮でき、やりがいを感じられる分野での受け入れを推進していけばよいと思います。
・障がい者の人の特性に合わせて仕事を配分すること
・障がい者を受け入れる雇用者に対して、事前に、必要な準備やマイナス面の説明もすることで、雇用後のトラブルを減らすこと
個々の障がい者のできることとできないことを把握し、その強みをいかした上で弱みをカバーすることが必要だと思います。また、障がい者が消極的でなく、積極的に農業という
職を選択できるような環境づくりも必要だと思います。
障がいの程度によって作業の難しさを変えること。
・受け入れ側が障がい者について正しい知識や理解を持てるような配慮
・事故防止の対策
障がい者の方たちが農業の仕事に慣れるまでたくさんの研修を行えるように教育制度を整えることが必要だと思います。
受け入れる側へのサポートが必要だと思います。
給付金に加えて、障害者の方を受け入れることへの抵抗感や不安感をなくしていく配慮が必要だと思います。
障がい者と一括りに言っても皆違うので、一人一人の性格や特性を企業にしっかり理解してもらうことが必要だと思います。
通勤範囲や就業時間など条件も多いと思うので、送迎車を導入するなど、全体的な支援が必要だと思う。また、ミスマッチングが起こらないように十分な話し合いを行ったり、
マッチングの際に気をつけることについて情報提供を行ったりする必要があると思う。
障がい者の得意分野や、好きな業務を、コミュニケーションを取ってしっかりと見極め、適材適所の配置をすること。
障がい者の方がムリなく働けるように体調のチェック等の気配りが大事だと思いました。
受け入れ側の支援（障がい者雇用のモデルの紹介など）
外の作業であるので健康面への配慮
常に見ていなければならない
記載なし
一人一人に合った作業を見つけることができることが必要だと思います。
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作業を行う上での誰にとっても分かりやすい説明や作業の方法が必要だと考えます。
また、それぞれの適切な性質によって合った場所、作業を提供することが必要だと考えます。
事故等が起きないように、使用できる機会等の制限をもうけたり、車の前に飛び出してしまう

受け入れる側の理解
一人一人の事情を考慮し、それぞれに合わせていく必要があると思います。

受け入れ側の意識改革
個々人へのアプローチ方法
障害への理解

・個人それぞれの障がいを、農業サイドと福祉サイド両方が深い理解をした上で、体調やメンタル面に配慮が必要だと思います。
・地域の人々の声への配慮。

障がい者のそれぞれの特性に応じて仕事のやり方を柔軟に変えたりすることが必要だと思います。
その人の障がいの特性を知ること、学ぶこと それを逆手にとること

受け入れ先への配慮と共に障がい者に対する配慮を同時に行うべきであると思う。例えば、障がい者が農業分野の中で細かいジャンル等を選べるような取組を進めることで、ミス
マッチや障がい者のやりがいにも繋がると思う。

健常者の社員の方たちと同等の扱いを出来る限りしていく配慮が必要だと思いました。

農業事業者側への配慮を重視すべきだと考えます。
障がい者の方々は日常的にあまり接する機会がなく、少なからず偏見をもっている方が多いと思います。
障がい者の方々への見方を変えていけるような取り組みが必要だと考えます。


